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　1月12日(日)、垂水レバンテホールで開催し
た「神戸医療生協2025新春のつどい」に237人
の組合員、職員がつどいました。

　今年の記念講演は、「置き去
りにされる『原爆被害者』―
私が取材を続ける理由」と題
したジャーナリストの小山美
砂さんの話でした。小山さん
は広島原爆投下後に「黒い雨

被爆者」が切り捨てられてきた戦後を記録した
初のノンフィクション「『黒い雨』訴訟」の著者
です。「なぜ被爆者援護を求めるのか、戦争被害
を“二度と繰り返さない”ことを法的に残し、後
世につなぐこと、どんな社会を目指すのか、私
たちが問われている」と話があり、参加者からは、

「若いジャーナ
リストの小山
さんの熱い思
いが伝わる講
演で感動した」
「知らないこと
が多く、あら
た め て 広 島、
長崎の原爆被害を認識した」「戦争しない国づく
りをみんなでがんばろう」などの感想が寄せら
れました。
　オープニングでは、せせらぎ支部が元気にダ
ンスを披露し、会場が盛り上がりました。エン
トランスでは、高校生が描く「原爆の絵」展、「日
本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める
署名」や原水禁世界大会カンパなどにとりくみ、
また、小山さんの著書は50冊が完売しました。
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